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第23号第23号第23号

○平成28年第1回定例会
　○副町長選任の人事案を可決
　　○町政を問う（一般質問）



　　

　　

副町長選任の人事案件を可決！

平成28年3月定例議会 平成28年3月7日〜

　　平成 2 8 年 度 当 初 予 算
○一般会計予算・・・総額476300万円の当初予算

略歴：H21総務省消防庁予防課危険物保安室・H24自治財政局財務調整課主査・
　　　H25外務省在ヨルダン日本国大使館二等書記官・H27自治大学校研究部員

　国の地方創生人材支援制度により小国町の副町長とし
て桑名真也氏（昭和60年生まれ東京大学卒）を選任する
人事案件を賛成多数により可決した。この件に関しては、
反対の意見や反対討論もあったが、北里町長は、職を賭し
てでもこの制度を活用したいと断言した。
　その後、採決の方法では、「慣例の無記名投票」に異議
の発言があり、「起立方式」により採決が行われた。（結果は
「採決一覧表」のとおり）
　また、先に行われた条例改正で、副町長の給与（58万2
千円）も賛成多数により可決された。

【主な内容（抜粋）】
・子育て環境整備設計業務委託料　150万円
・子育て環境整備工事　1800万円
・乗合タクシー運行委託料　1600万円
・地籍調査業務委託料　8210万円
・小国町有害鳥獣防除柵設置事業補助金　60万円
・中山間地域等直接支払交付金事業補助金　6720万円
・農業担い手支援給付金　360万円
・農業農村整備工事　2700万円
・多面的機能支払交付金　3450万円
・有害鳥獣駆除補助金　280万円
・間伐材供給安定化緊急対策事業補助金　2200万円
・小国町商店街空き家対策事業補助金　350万円
・河川水位計修繕工事　200万円
・消防機材・消火栓用具等　136万円

賛成多数

　　反対討論　�①保育園の休園について説明不足である。②人選が決まっていない副町長
の巨額な予算が組み込まれていること。③乗合タクシー、中学生のスクール
バス利用と地域公共交通に町民の要求が反映されていない。� （児玉議員）

　　　　　　①総務委員会での議論が不十分。②副町長を置くことに反対。�（髙村議員）

けやき広場内の遊具公園（模型）
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議案番号 事件名
採決
結果

穴
井　

帝
史

大
塚　

英
博

北
里　

勝
義

髙
村　

祝
次

児
玉　

智
博

時
松　

唯
一

穴
見
ま
ち
子

松
﨑　

俊
一

熊
谷　

博
行

時
松　

昭
弘

松
本　

明
雄

条
例
・
規
約
・
過
疎
計
画
・
町
道
改
廃
な
ど

議案第3号 行政不服審査法施行条例の制定
…国の法律施行により必要な事項を定めるもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第4号 上記制定条例に伴う関係条例の一部改正
…情報公開条例ほか５条例について必要な事項を定めるもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第5号 同じく上記に伴う手数料に関する条例の制定
…手数料の額、減免などについて規定するもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第6号 町長の給与等に関する条例の一部改正
…副町長の給与（58万2千円）等を定めるもの

可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○

議案第7号 一般職の給与に関する条例の一部改正
…給与表などの改正を行うもの

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第8号 勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
…国の法律改正に伴い関係条文の改正を行うもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第9号 職員の退職管理に関する条例の制定
…国、県に合わせて離職後に職務上の要求を禁止するもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第10号 人事行政等の公表に関する条例の一部改正
…国の法律改正に伴い公表の方法を見直すもの

可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

議案第11号 鍋ヶ滝公園設置管理条例の一部改正
…イベントに関する使用料を定めるもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第12号 国保高額療養費貸付基金条例の一部改正
…基金の額を減額するもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第13号 地域包括支援センター職員等に関する基準の一部改正
…主任ケアマネの研修の義務付け

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第14号 介護サービス事業設置等の基準の一部改正
…国の法律改正に伴い基準を改正するもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第15号 介護サービス事業（予防）設置等の基準の一部改正
…国の法律改正に伴い基準を改正するもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第16号 熊本広域行政不服審査会共同設置
…審査に関する第三者機関を11市町村で共同設置するもの

可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

議案第17号 過疎地域自立促進計画の策定
…平成28年度から32年度の5年計画を議決するもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第18号 町道路線の廃止について
…町道漆金線の廃止

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 町道路線の認定について
…町道崩渕線の廃止及び認定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

議案第20号 一般会計補正予算（第9号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第21号 国保特別会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第22号 介護保険特別会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第23号 農集排特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平
成
28
年
度
予
算

議案第24号 平成28年度一般会計予算 可決 ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○
議案第25号 平成28年度国保特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
議案第26号 平成28年度介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第27号 平成28年度後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
議案第28号 平成28年度地方改善住宅資金貸付金特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第29号 平成28年度坂本善三美術館特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案第30号 平成28年度簡易水道特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第31号 平成28年度農集落排水事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第32号 平成28年度水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

採決結果一覧表 （条例などの名称は一部短縮して記載しています。）
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議案番号 事件名
採決
結果

穴
井　

帝
史

大
塚　

英
博

北
里　

勝
義

髙
村　

祝
次

児
玉　

智
博

時
松　

唯
一

穴
見
ま
ち
子

松
﨑　

俊
一

熊
谷　

博
行

時
松　

昭
弘

松
本　

明
雄

請
願

請願第1号 安全保障関連法廃止に関する請願 否決 × × × × ○ × × × × ○ ×
請願第2号 辺野古について沖縄県と対話での解決を求める請願 否決 × ○ × × ○ × × × × × ×
請願第3号 ＴＰＰを批准しないことを求める請願 否決 × × × × ○ ○ × × × × ×

人
事 同意第1号 副町長の選任 可決 ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○

　　平成28年度特別会計予算

○坂本善三美術館特別会計予算・・・総額1273万円の当初予算 賛成多数

○簡易水道特別会計予算・・・総額832万円の当初予算 全員賛成

○農業集落排水事業特別会計予算・・・総額12805万円の当初予算 全員賛成

○水道事業会計予算・・・総額27362万円の当初予算 全員賛成

○地方改善施設住宅新築資金等貸付金特別会計予算
　　　　　　　　　　　　　　・・・総額62万円の当初予算

全員賛成

○国民健康保険特別会計予算・・・総額135935万円の当初予算 賛成多数
　　反対討論　税率改定を前提とした予算であり説明不足である。�（児玉議員）

○介護保険特別会計予算・・・総額100965万円の当初予算 賛成多数
　　反対討論　要援護者に対してサービスの選択肢が保障されていない。また、
　　　　　　その件に対して明確な答弁がない　� （児玉議員）

○後期高齢者医療特別会計予算・・・総額10326万円の当初予算 賛成多数
　　反対討論　年齢によって差別する制度であり、保険料も年金天引きである制
　　　　　　度であること。　� （児玉議員）

　　補正予算
○一般会計補正予算
　■地方創生関連予算（加速化交付金）　約7千7百万円、電算施設費　約2千7百万円、
　　 年金生活者等支援臨時福祉給付金　3千6百万円、町営住宅建築工事　１億２千万円、
　　 国保会計繰出金　約4千5百万円など約2億8千万円の増額補正

○国保特別会計補正予算
　■保険給付費　3千7百万円、共同事業拠出金　1千3百万円など約4千6百万円の
　　 増額補正

○介護保険特別会計補正予算
　■保険給付費　約6千万円の増額及び介護予防費　約1千2百万円の減額補正

○農集排特別会計補正予算
　■積立金　約3百万円の増額補正

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成
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○小国町子育て環境調査について

○陳情書の今後の方向性について

平成28年第1回総務文教福祉常任委員会 平成28年2月16日〜

　　委員長報告
総務文教福祉常任委員長　松﨑　俊一
　3月14日・15日の2日間で、当委員会に付託された、平成28年　小国町
一般会計予算について質疑・討論・採決をしました。
　討論におきましては、反対の討論があり、その後の採決で、当常任委員会
は賛成多数をもって原案のとおり可決すべきと議決いたしました。
　その後、平成28年度の特別会計予算（5件）について審議・討論・採決をし
ました。

　討論では、議案第25号、議案第26号、議案第27号で反対の討論があり、その後の採決で、当
常任委員会は、議案第25号、議案第26号、議案第27号、議案第29号については賛成多数を
もって、議案第28号については、全会一致で原案のとおり可決すべきと議決をいたしました。

産業常任委員長　松本明雄
　3月16日、当委員会に付託されました平成28年度　小国町一般会計予
算について質疑・討論・採決をしました。
　討論におきましては、反対の討論はありませんでした。その後の採決で、当
常任委員会は賛成多数をもって、原案のとおり可決すべきと議決をいたしま
した。
　その後、平成28年度の特別会計予算（3件）について審議・討論・採決をし
ました。

　討論におきましては、反対の討論はなく、その後の採決では、当常任委員会は全会一致で、
原案のとおり可決すべきと議決をいたしました。

総務文教福祉常任委員会の様子 公園予定地（けやき広場）
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町政を問う【一般質問】

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に

や
さ
し
い
保
育
を
児
玉
　
智
博

小
国
町
の
一
次
産
業
に

つ
い
て

時
松
　
唯
一

問
第
一
次
産
業
が
し
っ
か
り
し
て
い

な
い
と
、発
展
も
地
方
創
生
も
な
い

と
考
え
る
。所
得
安
定
政
策
、農
地
山

林
整
備
計
画
、耕
作
放
棄
地
政
策
の

具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
、ま
た
中

山
間
地
に
お
け
る
耕
作
放
棄
地
の
現

状
に
つ
い
て
問
う
。

【
町
長
】山
林
に
お
け
る
担
い
手
の
維

持
を「
一
人
親
方
組
合
」「
森
林
組
合

林
産
班
」が
担
っ
て
い
る
。農
業
で
は

「
新
規
就
農
者
の
親
も
と
就
農
」を

小
国
町
独
自
の
事
業
と
し
て
行
っ
て
い

る
。農
地
集
約
モ
デ
ル
地
区（
上
田
）

を
選
定
し
、農
業
公
社
の
中
間
管
理

機
構
を
交
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
。耕

作
放
棄
地
の
現
状
に
つ
い
て
農
業
委

員
会
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
、農
地
利

用
者
の
斡
旋
等
行
っ
て
い
る
。土
地
条

件
に
よ
っ
て
は
一
部
山
林
化
な
ど
も
行

わ
れ
て
い
る
。今
後
農
地
と
し
て
維
持

す
る
の
か
否
か
の
判
断
を
所
有
者
、関

係
者
で
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問
農
業
・
産
業
関
係
で「
キ
ク
イ
モ
の

会
」の
商
品
を
生
か
す
政
策（
ブ
ラ
ン

ド
化
な
ど
）は
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
な

ど
、小
国
町
の
魅
力
の
一
つ
と
し
て
積

極
的
に
連
携
し
て
い
く
。

問
人
口
減
少
問
題
対
策
の
一
環
と
し

て
、町
内
に
住
民
票
が
あ
り
、仕
事
や

学
生
と
し
て
町
外
に
出
て
い
る
方
々

に
対
し
て
、今
後
町
に
帰
っ
て
働
い

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
要
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】産
業
の
振
興
を
は
か
り
町
民

の
意
識
が
こ
の
町
に
住
み
続
け
た
い

と
考
え
ら
れ
る
施
策
を
行
っ
て
い
く
。

そ
れ
に
よ
り
二
次
的
に
町
外
か
ら
の

移
住
希
望
者
が
増
え
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
。ま
た
現
状
そ
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。様
々
な

ご
提
案
と
ご
意
見
を
頂
き
た
い
。

問
小
国
町
の
電
力
小
売
り
事
業
の
中

で
、風
力
発
電
の
６
年
後
の
契
約
期

限
切
れ
時
の
対
応
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

【
町
長
】風
力
発
電
事
業
は
事
業
全
体

が
民
間
に
移
っ
て
い
る
。民
間
事
業
体

の
判
断
に
委
ね
た
い
。町
と
し
て
は
で

き
る
だ
け
長
く
供
給
し
て
頂
き
た
い
。

問
昨
年
12
月
17
日
、蓬
莱
保
育
園
休

園
の
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。し
か
し
、

休
園
は
決
定
し
た
段
階
で
冬
季
の

夜
間
と
い
う
事
も
あ
り
、あ
ま
り
集

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。は
っ
き
り
言
っ

て
、帳
面
消
し
の
説
明
会
で
し
か
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。本
来
こ
う
し

た
決
断
を
す
る
場
合
、も
っ
と
長
い

時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
住
民
と
対
話

す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

【
保
育
園
長
】確
か
に
、周
知
期
間
が

短
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、参
加

者
が
少
な
か
っ
た
が
、貴
重
な
御
意
見

を
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
る
。

問
宮
原
保
育
園
に
は
子
ど
も
を
保
育

時
間
内
に
迎
え
に
行
け
な
い
と
の
意

見
が
出
て
い
た
。町
は
今
後
、保
育
園

の
統
廃
合
を
見
据
え
て
い
る
と
思
う

が
、各
地
域
か
ら
保
育
園
が
な
く
な

れ
ば
、こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
各
大
字

で
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。町
長
と
園
長
は
、統
廃
合
を「
子

ど
も
の
た
め
」と
言
っ
て
い
る
が
、保

育
時
間
内
に
迎
え
に
来
て
も
ら
え
る

の
と
そ
う
で
な
い
の
と
で
は
ど
ち
ら

が
子
ど
も
の
た
め
に
な
る
か
は
明
ら

か
だ
と
思
う
が
。　

【
町
長
】蓬
莱
保
育
園
の
休
園
は
統
合

を
見
据
え
て
の
も
の
で
は
な
い
。再
び

開
園
す
る
事
は
あ
り
え
る
と
思
う
。

　

２
年
前
、統
合
の
説
明
を
保
育
園

の
関
係
者
に
し
た
。そ
の
中
で
統
合

の
良
い
部
分
も
述
べ
た
が
、議
員
の
言

う
よ
う
に
課
題
も
あ
る
と
思
う
。最

近
は
拙
速
に
統
合
と
い
う
発
言
を
し

て
い
な
い
。断
念
し
た
わ
け
で
は
な
い

が
、時
間
を
か
け
て
議
論
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

地域の祭りに参加する保育園児
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町政を問う【一般質問】

【
町
長
】浸
透
さ
せ
て
い
く
事
が
医
療

費
の
軽
減
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、あ

く
ま
で
患
者
様
の
選
択
肢
、医
師
の
思

い
、総
合
的
に
あ
る
か
と
思
う
。

問
条
例
で
副
町
長
を
置
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
し
過
疎
対
策
自
立
促
進
法

も
で
き
ま
し
た
。こ
こ
５
年
間
は
町
政

懇
談
会
も
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

町
民
の
方
々
に
説
明
も
兼
ね
て
町
政

懇
談
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】総
合
的
に
い
ろ
い
ろ
な
話
題
も

お
お
い
で
す
し
、総
合
計
画
と
い
っ
た

部
分
で
そ
う
い
っ
た
機
会
を
ぜ
ひ
私
た

ち
も
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。町
民

の
皆
様
方
に
い
ろ
ん
な
説
明
が
で
き
れ

ば
と
い
う
ふ
う
に
思
う
。

問
人
口
減
で
第
一
次
産
業
の
後
継
者

が
い
な
い
の
は
儲
か
ら
な
い
か
ら
。

現
在
の
就
農
者
が
離
農
し
な
い
よ
う

に
す
る
政
策
を
聞
き
た
い
。

【
町
長
】町
の
財
源
の
こ
と
も
あ
り
、国

の
事
業
で
農
水
省
の
担
い
手
確
保
経

営
強
化
支
援
事
業
、農
業
法
人
経
営

発
展
支
援
投
資
育
成
事
業
、中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
、畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
関
連
事
業
等
の
選
択
と
集
中

を
行
い
、判
断
を
し
た
い
。ま
た
農
協

と
行
政
の
一
体
的
な
取
り
組
み
な
ど

条
件
が
整
え
ば
積
極
的
に
動
き
た
い
。

問
過
去
の
畜
産
公
営
事
業
な
ど
、や

る
気
の
あ
る
生
産
者
と
手
を
組
ん
で

県
に
働
き
か
け
展
開
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。ま
た
、町
長
、職
員（
権
限

あ
る
）が
農
家
の
方
々
の
と
こ
ろ
へ

赴
き
、ど
の
よ
う
な
応
援
が
あ
る
と

事
業
を
拡
大
で
き
る
か
と
い
う
声
を

聞
く
こ
と
が
町
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
。ま
た
農
業
の
人
手
不
足
解
消
に

備
え
て
農
業
法
人
化
の
後
は
外
国
か

ら
の
研
修
制
度
を
雇
用
に
取
り
入
れ

る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

【
町
長
】生
産
者
や
様
々
な
部
会
の

問
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
説
明
を

福
祉
課
長
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
福
祉
課
長
】医
薬
品
の
特
許
が
約
20

数
年
、切
れ
た
後
に
別
の
メ
ー
カ
ー
が

同
じ
有
効
成
分
と
効
き
目
で
作
る
薬

の
こ
と
。

問
４
月
か
ら
薬
事
法
も
変
わ
り
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
の
普
及
率
が
現
在
50
％
で
す

が
、80
％
ま
で
引
き
上
げ
る
方
針
で
す

の
で
個
人
負
担
と
国
保
の
軽
減
に
繋

が
る
と
思
う
が
、町
の
考
え
は
。

方
々
と
協
議
や
座
談
の
機
会
を
増
や

し
、問
題
点
を
共
有
し
将
来
の
構
想

や
町
が
紹
介
で
き
る
事
業
を
提
示
し

て
い
き
た
い
。職
員
の
権
限
に
つ
い
て

は
そ
の
裁
量
等
考
慮
し
委
ね
て
い
き
、

最
終
的
に
は
私
の
責
任
と
考
え
る
。

問
学
校
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
備
事

業
は
、町
が
や
る
こ
と
で
税
収（
固
定

資
産
）は
見
込
め
な
い
。民
間
業
者
に

委
託
す
る
な
ど
の
政
策
が
必
要
で
は
。

ま
た
、太
陽
光
発
電
事
業
者
が
20
年
後

い
な
く
な
っ
た
ら
、発
電
施
設
は
ゴ
ミ

の
山
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
。

【
町
長
】私
も
懸
念
事
項
と
認
識
し
て
い

る
が
再
考
す
る
。公
の
事
業
と
し
て
の

取
り
組
み
は
子
ど
も
達
の
環
境
教
育
啓

発
を
兼
ね
て
い
る
。た
だ
、公
共
事
業
と

い
う
こ
と
で
の
金
額
の
格
差
に
つ
い
て

は
チ
ェ
ッ
ク
を
重
ね
て
行
っ
て
い
く
。

問
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て
、世
界

各
国
の
取
り
組
み
に
目
を
向
け
模
索

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
町
長
】風
力
、地
熱
、太
陽
光
に
留

ま
ら
ず
い
ろ
ん
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
小
国
の
資
源
を
利
用
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

第
一
次
産
業
に
対
す
る
取
り
組
み
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
、バ
イ
オ
マス
につい
て
髙
村
　
祝
次

ジェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
と
町
政

懇
談
会
の
開
催
につい
て
松
本
　
明
雄

資料提供：厚生労働省

国民医療費と薬剤費⽐率の推移
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町政を問う【一般質問】

行
政
不
服
審
査
制
度
に
つ
い
て

時
松
　
昭
弘

固
定
資
産
税
に
つ
い
て大

塚
　
英
博

問
昨
年
、行
政
不
服
審
査
制
度
の
改

正
が
な
さ
れ
た
が
、こ
の
運
用
の
取

り
組
み
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】先
般 
条
例
改
正
を
し

た
。こ
れ
に
伴
い
、全
国
市
町
村
の
方

も
、条
例
に
関
す
る
手
続
き
、対
応
が

出
て
お
り
、今
回
の
改
正
で
大
幅
に
変

わ
っ
た
審
理
員
制
度
を
ど
う
位
置
づ

け
、任
命
す
る
の
か
、職
員
の
認
識
、勉

強
会
等
、進
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

問
単
独
で
行
く
の
か
、共
同
設
置
で

行
く
の
か
、ど
う
対
応
す
る
の
か
。　

【
総
務
課
長
】や
は
り
、課
長
、審
議
員

に
な
る
の
で
は
と
考
え
る
。色
ん
な
事

案
が
発
生
し
た
場
合
、最
低
で
も
二

名
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
常
設
す
る
の
か
？
非
常
勤
で
対
応

す
る
の
か
？

【
総
務
課
長
】事
案
が
発
生
し
た
時
に

町
長
が
審
理
員
を
指
名
す
る
。

問
今
回
の
改
正
で
住
民
側
か
ら
不
服

申
し
立
て
を
し
や
す
く
な
っ
た
の
に

伴
い
、公
平
性
を
保
つ
事
が
一
番
。小
国

の
中
で
も
住
民
が
、裁
判
を
執
り
行
っ

て
い
る
。こ
れ
か
ら
、ど
う
対
応
す
る

の
か
し
っ
か
り
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

問
固
定
資
産
税
は
、土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
の
資
産
価
値
に
着
目
し
た
物

税
で
あ
っ
て
、資
産
価
値
の
低
下
に

よ
っ
て
下
が
る
の
が
普
通
だ
と
考
え

る
が
、３
年
に
一
度
見
直
し
を
し
て
い

る
と
思
う
が
ど
う
な
の
か
。

【
税
務
課
長
】３
年
間
に
一
度
の
見
直

し
を
し
て
い
る
。い
ろ
ん
な
見
方
が
あ

る
の
で
そ
れ
ら
を
加
味
し
て
算
定
し

て
い
る
。

問
企
業
誘
致
の
為
の
減
免
措
置
は
あ

る
の
か
。

【
税
務
課
長
】小
国
町
に
は
な
い
。

問
大
型
店
の
進
出
に
よ
っ
て
、小
売

業
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
て
い
る

が
、周
辺
地
域
の
整
備
や
小
売
業
に

影
響
を
与
え
る
か
ど
う
か
を
考
え
県

に
対
し
て
意
見
を
申
し
上
げ
る
事
が

大
事
で
は
な
か
っ
た
か
。

【
町
長
】手
続
き
を
と
っ
て
の
進
出
で

あ
れ
ば
否
定
は
し
な
い
。住
民
の
考
え

次
第
と
思
っ
て
い
る
。

問
選
挙
制
度
に
お
い
て
、投
票
管
理

者
に
よ
る
選
挙
人
の
本
人
確
認
が

出
来
て
い
る
の
か
。ま
た
、確
認
に
あ

た
っ
て
今
ま
で
ト
ラ
ブ
ル
が
な
か
っ

【
総
務
課
長
】今
回
の
改
正
は
国
民
の

不
服
申
し
立
て
に
、ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
仕
組
み
、研
修
会
を
踏
ま
え
体
制

を
整
え
て
行
き
た
い
。

問
教
示
制
度
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。不
服
審
査
申
し
出
に
対
す
る
教

示
、教
え
て
示
す
と
言
う
制
度
、中

身
を
精
査
し
て
対
応
し
て
も
ら
い
た

い
。

【
町
長
】教
示
制
度
は
ま
だ
、不
得
手

な
部
分
で
あ
る
が
、不
服
が
な
い
よ
う

に
努
め
て
行
き
た
い
。

た
の
か
。

【
総
務
課
長
】今
ま
で
ト
ラ
ブ
ル
の
問

題
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。

小国町役場

宮原市街地
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町政を問う【一般質問】

【
町
長
】議
会
終
了
後
、数
日
の
間
で

課
長
会
議
で
検
討
し
て
い
る
。

問
私
は
、各
課
内
で
一
般
質
問
に
対

し
て
の
検
討
会
議
を
全
職
員
で
行
っ

て
る
か
と
聞
い
て
い
る
。

【
総
務
課
長
】課
内
で
は
、毎
年
予
算

の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
等
で
反
映
す
る
か
ど

う
か
総
合
的
に
判
断
す
る
。

【
建
設
課
長
】課
内
で
は
、係
長
に
内

容
を
報
告
し
各
係
り
で
検
討
し
朝
礼

等
で
報
告
す
る
。

問
私
た
ち
も
思
い
つ
き
で
質
問
し
て

る
わ
け
で
は
な
い
。全
て
が
町
民
の
声

で
は
な
い
が
、も
う
少
し
真
摯
に
受
け

止
め
る
べ
き
と
思
う
。す
ぐ
実
現
し
ろ

と
言
っ
て
る
訳
で
は
な
い
。会
議
録
も

写
真
も
な
い
会
議
な
ら
し
な
い
ほ
う

が
ま
し
だ
。

問
現
在
、国
も
推
奨
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
に
つ
い
て
質
問
し
た
い
。

【
教
育
長
】国
で
は
、平
成
26
年
か
ら

平
成
29
年
の
４
ヶ
年
に
か
け
て
環
境

整
備
計
画
を
行
っ
て
い
る
。私
の
考
え

で
は
一
つ
の
教
育
の
道
具
と
考
え
る
。

現
段
階
で
は
、電
子
黒
板
を
小
学
校

に
10
台
と
中
学
校
に
４
台
導
入
し
、

先
生
方
に
も
非
常
に
好
評
で
あ
る
。し

か
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
は
高

額
の
予
算
が
必
要
で
あ
る
。費
用
対

効
果
も
十
分
に
考
え
な
が
ら
少
し
づ

つ
で
も
進
め
て
行
き
た
い
。

問
高
森
町
で
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
企

業
か
ら
の
寄
付
で
、ほ
ぼ
全
児
童
の

分
揃
え
て
い
る
。1
台
約
10
万
円
位

す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、最
初
は
台

数
が
少
な
く
、学
年
毎
に
使
い
ま
わ

し
を
行
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
。こ
の
様

な
や
り
方
で
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

【
教
育
長
】現
在
、タ
ブ
レ
ッ
ト
は
小

学
校
に
5
台
、中
学
校
に
1
台
あ
り

そ
の
様
な
形
で
使
用
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。今
後
は
実
態
を
踏
ま
え
、メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
な
が
ら

進
め
て
行
き
た
い
。

問
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て
町

は
、ど
の
よ
う
に
捉
え
ど
の
よ
う
な

取
組
・
啓
発
を
行
っ
て
る
か
。

【
教
育
長
】町
と
し
て
は
、青
少
年
健

全
育
成
協
議
会
を
設
立
し
青
少
年
健

全
育
成
の
チ
ラ
シ
を
配
布
・
青
少
年
の

補
導
・
通
学
合
宿
を
し
て
い
る
。

問
青
少
年
健
全
育
成
と
一
言
で
申
し

て
も
大
変
広
い
も
の
で
す
。今
の
予
算

じ
ゃ
こ
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
。そ
れ
と

た
ま
に
見
か
け
ま
す
が
長
期
欠
席
者
・

不
登
校
者
は
、何
人
い
て
そ
の
指
導
・

対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
る
か
。

【
教
育
長
】不
登
校
気
味
な
子
ど
も
ま

で
入
れ
て
小
学
校
３
名
中
学
校
３
名
で

す
。平
成
27
年
度
か
ら
愛
の
１
、２
、３
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー
運
動
を
し
て
い
る
。外

部
か
ら
は
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
相
談

し
た
り
地
域
と
一
体
に
な
り
住
民
か
ら

の
助
言
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
議
員
の
一
般
質
問
は
年
間
町
長
へ

80
回
以
上
そ
の
他
各
課
へ
60
回
以
上

質
問
し
て
い
る
が
そ
の
つ
ど
各
課
で

質
問
の
内
容
に
つ
い
て
会
議
等
行
っ

て
い
る
か
。

問
小
国
町
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、

現
在
は
学
校
関
係
者
以
外
の
人
た
ち

が
学
校
敷
地
内
に
ど
こ
か
ら
で
も
出

入
り
出
来
る
状
況
に
あ
る
。小
中
学

校
及
び
通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】以
前
に
も
質
問
が
あ
っ
た
が
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、県

の
補
助
制
度
も
あ
り
申
し
込
み
は
し

て
い
る
。し
か
し
、大
変
申
し
込
み
が

多
く
認
定
さ
れ
る
に
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
。

小
中
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を

穴
井
　
帝
史

一
般
質
問
を
全
職
員
へ

周
知
徹
底

熊 

谷
　
博 

行

作動中の防犯カメラ

配布したチラシ
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町政を問う【一般質問】

大
観
望
ト
ン
ネ
ル
の
進
展
は

地
域
福
祉
計
画
の
推
進
に

つ
い
て

穴
見
　
ま
ち
子

北
里
　
勝
義

問
大
観
峰
に
ト
ン
ネ
ル
を
と
言
う
質

問
が
6
月
議
会
で
あ
っ
た
。こ
の
話

題
は
10
月
の
県
議
会
で
も
質
問
さ
れ

て
い
る
。町
と
し
て
の
現
在
の
動
き

は
ど
う
か
。

【
町
長
】大
き
な
事
柄
で
あ
り
、長
期

的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。中
九

州
横
断
道
路
促
進
期
成
会
等
で
菊
池

や
阿
蘇
の
部
分
や
大
き
な
団
体
組
織

も
含
め
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

問
昭
和
31
年
か
ら
続
い
て
き
た
家
畜

市
場
が
2
月
に
閉
鎖
さ
れ
、60
年
の

幕
を
閉
じ
た
。今
後
は
、大
津
町
の
家

畜
市
場
へ
と
市
場
が
変
わ
る
が
、運

搬
が
大
変
だ
。ま
た
、小
国
町
は
冬
場

に
は
観
光
客
や
阿
蘇
方
面
へ
の
通
勤

者
等
は
大
観
峰
を
越
え
る
の
に
大
変

な
思
い
を
し
て
い
る
が
。

【
町
長
】国
道
２
１
２
号
線
の
利
用
状

況
、産
業
の
振
興
、観
光
客
等
の
統
計

上
の
数
字
。今
、何
を
す
べ
き
か
と
い

う
部
分
を
整
理
し
な
が
ら
進
め
て
行

き
た
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
が
、サ
ロ
ン
を

開
い
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
町
と

問
平
成
26
年
３
月
に
小
国
町
地
域
福

祉
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。こ
の

計
画
の
総
括
的
な
進
捗
状
況
と
点
検

評
価
等
に
つ
い
て
。

【
福
祉
課
長
】「
地
域
で
つ
な
が
る
・
つ

な
が
り
で
支
え
る
」を
目
標
に
、地
域

と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
な
が
ら
推

進
し
て
い
き
た
い
。

【
町
長
】計
画
策
定
委
員
会
等
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、推
進
委
員
会

を
設
置
し
て
計
画
推
進
と
点
検
評
価

に
取
り
組
み
た
い
。

問
こ
の
計
画
に
掲
げ
て
い
る
認
知

症
・
介
護
予
防
は
大
変
重
要
な
課
題

で
あ
り
、国
に
お
い
て
も
認
知
症
・
高

齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に

向
け
て
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
が
策
定

さ
れ
て
い
る
。医
療
、福
祉
、介
護
、行

政
が
連
携
し
て
地
域
住
民
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。町
の

取
り
組
み
状
況
は
。

【
町
長
】大
変
重
要
な
事
項
で
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
。み
ん
な
で
支
え
あ
い
、

つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
地
域
住
民

と
と
も
に
、ま
た
各
団
体
や
自
治
体

し
て
の
取
組
み
は
。

【
福
祉
課
長
】ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

教
室
、脳
の
健
康
教
室
、元
気
ク
ラ

ブ
、元
気
が
で
る
学
校
等
を
開
催
し

介
護
予
防
に
努
め
て
い
る
。

問
町
が
平
成
28
年
度
で
計
画
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
公
園
に
つ
い
て
説

明
を
。

【
町
長
】け
や
き
広
場
内
に
、い
ろ
ん

な
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
設
置
し

て
行
き
た
い
。

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

問
本
年
度
か
ら
商
工
業
を
対
象
と
し

た
資
格
取
得
支
援
事
業
が
進
め
ら

れ
る
。福
祉
の
分
野
に
於
い
て
も
、若

い
人
や
女
性
が
活
躍
し
て
い
る
。頑

張
っ
て
い
る
人
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
や
、資
格
取
得
等
の
支
援

が
必
要
と
思
う
が
、町
の
考
え
は
。

【
町
長
】何
ら
か
の
形
で
応
援
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。産
業
的
、福

祉
的
に
ど
の
よ
う
な
効
果
等
が
あ
る

か
幅
広
く
検
討
し
た
い
。

国道212号線

認知症サポーター講座から
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まちへの想い

　「まちへの想い」は、4月14日に発生した熊本地震の関係で、今回は掲載する事が出来
ず、誠に申し訳ありませんでした。この想いのコーナーは、次号での掲載を考えています。

◆ 

町
村
議
会
常
任
委
員
長
・

　

議
会
運
営
委
員
長
研
修
会

　

１
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時

か
ら
、グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
で
、

各
委
員
長
を
対
象
に
し
た
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修

で
は
、
首
都
大
学
東
京
の
山
下

祐
介
准
教
授
に
よ
る
「
地
方
消

滅
の
罠
～
人
口
減
少
社
会
の
正

体
」
と
題
し
た
講
演
を
聞
き
ま

し
た
。

■
議
員
勉
強
会

　

２
月
３
日
（
水
）
午
前
10
時

か
ら
開
発
セ
ン
タ
ー
４
０
５
号

室
で
、
議
員
勉
強
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
勉
強
会
は
不
定
期
に

開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
議
会

活
動
に
つ
い
て
の
勉
強
を
し
ま

し
た
。
終
了
後
は
、
完
成
し
た

町
営
住
宅
倉
原
団
地
内
の
住
宅

（
６
棟
）の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

■
第
３
回　

全
員
協
議
会

　

３
月
１
日
（
火
）
午
後
１
時

か
ら
第
３
回　

全
員
協
議
会
が

開
発
セ
ン
タ
ー
５
０
２
・
５
０
３

号
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
員
協
議
会
で
は
、
３
月
議

会
に
提
出
さ
れ
る
条
例
（
制
定

条
例
５
件
、
改
正
条
例
９
件
）

小
国
町
総
合
計
画
及
び
小
国
町

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
、
平

成
27
年
度
補
正
予
算
、
平
成
28

年
度
予
算
に
つ
い
て
の
説
明
、

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
員
の
研
修
と
勉
強
会

全員協議会の様子

倉原住宅の視察

シリーズ わかりやすい議会わかりやすい議会わかりやすい議会わかりやすい議会

( 前年度３月議会 )　　　　(年度内、予算の変更が必要とする場合 )　　　 ( 翌年度の９月議会 )

当初予算 　　　補　正　予　算 　　　会計決算予算・会計の流れ

当初予算

補正予算

会計決算

　年度が始まる前に、年度の全ての収入と支出を計上したもので、首長 ( 町長 ) は、議会に提案して、議会
の議決を得て、予算を定めなければならない。(地方自治法 第 96条 )

　年度の途中で災害の発生や状況の変化により、事業費を変更する必要が生じたとき、当初予算に変更を加
える補正を行います。

　年度内にどのような収入があり、何にどれだけ支出したかの決算認定です。収入と支出の差し引きの結果、
お金が残った場合は、翌年度の繰り越しや、将来のために基金積立、また町債の返済に使います。

一般会計と特別会計
　一般会計とは、町の職員給与や、学校の建設費など町の全般的な収入・支出を経理する会計で、これに対
し特別会計とは、一般会計とは別に特定の事業に使う場合で、一般会計とは別に経理するものです。（国民
健康保険事業、農業集落排水事業など）

①予算　決算・会計
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頑張れ小国町 —— 震災への思い

編 

集 

後 

記

　

４
月
14
日
・
16
日
の
地
震（
熊
本
地
震
）で
熊
本

県
は
、甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。被
災
を
受
け

た
方
々
に
は
、心
よ
り
ご
冥
福
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
の
３
月
議
会
は
平
成
28
年
度
予
算

の
議
会
で
し
た
。新
議
員
に
お
い
て
は
、初
め
て
の

常
任
委
員
会
で
の
審
議
等
が
行
わ
れ
、す
べ
て
の
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
か
ら
、副
町
長
が
総
務
省
よ
り
派
遣
さ

れ
人
事
異
動
も
あ
り
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
矢
先
の（
熊
本
地
震
）で
し
た
。小
国
町
も
被

災
に
お
け
る
道
路
崩
壊
・
断
水
等
ま
だ
ま
だ
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今

な
お
、余
震
に
よ
る
避
難
生
活
が
続
く
状
況
で
す
。

　

私
た
ち
議
員
は
、こ
ん
な
と
き
何
を
す
べ
き
か
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。反
省
す
べ
き
と
こ
ろ
も
数
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
で
、議
会
だ
よ
り
の
発
行
も
４
回
目
。ど
う

に
か
一
年
間
が
終
わ
り
、少
し
慣
れ
た
か
な
と
言
う

程
度
で
す
。今
年
度
も
４
人
体
制
で
頑
張
り
ま
す

の
で
、拝
読
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

（
熊
谷　

博
行
）

【
発
行
責
任
者
】

議　
　

長　
　

渡
邉　

誠
次

【
広
報
委
員
会
】

委  

員  

長　
　

熊
谷　

博
行

副
委
員
長　
　

穴
見
ま
ち
子

委　
　

員　
　

松
﨑　

俊
一

委　
　

員　
　

穴
井　

帝
史

　議会では、広く町民と意見を交換

する機会を設けます。各団体もしくは

個人では10人以上のグループが対

象となります。希望される方がありま

したら、議会事務局（☎46－2119）

までお問合わせ下さい。日程は後日、

打合せとなります。

　日本は地震列島であると言われていますが、急に訪れる地震には驚かされまし
た。台風や豪雨も恐ろしいけど、地震や火山噴火は「いつやってくるかわからない」と
いう恐怖を今回、思い知らされた感じです。
　さて、今回の熊本地震により犠牲となられた方々にお悔やみを申し上げますととも
に被災された方々にお見舞いを申し上げます。さらに、復旧復興にご尽力の方々に
も深く敬意を申し上げます。
　4月17日の夜には約700名の住民の方々が小国ドームに避難されました。他の避
難所や車の中に避難した方 を々含めると数多くの方々が怖い思いをしたところです。
　今回、避難でうまくいったところも、そうでなかったところもあったと思いますが、この
教訓を私たちも行政の皆さんも今後に活かしていかなければと思っています。「自分
の身は自分で守る」を基本に町行政ともども復旧に力を入れていきたいと思います。 
頑張れ熊本！がんばれ小国町！！

小国町議会広報委員一同

私たちと意見交換をしませんか


